


要   約:障害児の療育は保健、医療、福祉、教育等の社会的システムが連携し総合的に機

能することにより有効性を発揮するものである。また、療育の有効性は障薯児の医学的障

書や社会的ハンディキャップの軽減だけで評価できるものではなく、障害児と親が各種の

療育サーピスに対しどの程度満足したかと言う尺度によっても評価できる。

 本研究では、療育の過程で関わる保健、医療、福祉、教育等のいろいろな局面での療育

サーピスに対する親の“満足度"をアンケートにより調査し、障害児の個人的・社会的背

景と比校検討し、効率良く有効的に療育サービスを提供するための療育システムのあり方

を検討する。


